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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、LARタンパク質-チロシンホスファターゼ相互作用タンパク質（リプリン）ファミリーのメンバーです。リプリンは、軸索誘導と乳腺の発達に重要であることが知られている膜貫通型タンパク質チロシンホスファターゼのLARファミリーのメンバーと相互作用します。リプリンは複雑な構造を形成し、LARファミリーのチロシンホスファターゼのリクルートとアンカーのための足場として機能する多価タンパク質であると提唱されています。このタンパク質は、腫瘍の浸潤性と転移に関連するカルシウム結合タンパク質であるS100A4と相互作用することがわかりました。in vitro実験では、この相互作用により、タンパク質キナーゼCおよびタンパク質キナーゼCK2によるこのタンパク質のリン酸化が阻害されることが実証されました。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：N末端コイルドコイル領域は、ホモ二量体形成およびβ/β型ヘテロ二量体形成を優先的に媒介する。C末端の非コイルドコイル領域は、β/α型ヘテロ二量体形成およびS100A4との相互作用を媒介する。,機能：接着斑の分解を制御する可能性がある。受容体型チロシンホスファターゼ2A型には結合しない。,類似性：リプリンファミリーに属する。リプリンβサブファミリー。,類似性：3つのSAM（無菌αモチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体およびヘテロ二量体を形成する。カルシウム依存的にS100A4と相互作用する。,組織特異性：広く発現している。肝臓には存在しない。
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	LIPB1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000希釈のLiprin β1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

